
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みさと健和病院・柳原病院・柳原リハビリテーション病院 

発行：医療法人財団健和会（東京・埼玉）看護学生室 

〒341-8555 埼玉県三郷市鷹野 4-494-1 

TEL 048-955-9548・FAX 048-955-9549（直通） 

ホームページ http://www.kenwa－ kango.com 

検索キーワードは“みりょくなないろ”が good です！ 

 
 
みさと健和病院ができた翌年から毎年開催している病院祭も今年で 36 回目を迎えることと 

なりました。当日は各職場ごとに沢山の模擬店が出展され「看護学生室」も出店します。 

地域の患者さん達とも触れ合え、病院のアットホームな雰囲気も味わえます。 

秋の１日をわたし達と一緒に楽しみませんか？ 

皆さんの参加をお待ちしています。 

 

日時：１０月２０日（日）10：00～ 

 

※詳しくは電話でお問い合わせ下さい。 

夏休みも残りわずかとなりましたが、皆さん有意義に過ごせましたか？ 

夏休みを利用してインターンシップに参加された方もいらっしゃるとは思いますが、将来自分が働く

場所を見つけるのは難しいですよね？健和会ではインターンシップの受付を随時しています。 

看護師、保健師を目指している皆さん！病院３ヵ所、訪問看護ステーション、透析センター、健診セ

ンター、包括支援センター・・・・。健和会には働く場所が沢山あり、ご希望の場所で体験が可能で

す。インターンシップが初めてで迷っている低学年の方、遠方の方、就職場所を検討中の卒年の方。 

お気軽にお問い合わせ、お申込みくださいね。お待ちしています！ 

 

【体験プログラムの一例 】 

 
8：30 受付・着替え 

8：45 体験場所①へ 

 12：30 昼食（先輩看護師と一緒に） 

 13：30 体験場所②へ 

 15：30 病院見学・説明会 

 16：30 感想文記入 

 16：45 終了時面談 

 17：00 終了 

【インターンシップ付病院見学・説明会】 

 

お申込み：10 日前迄にホームページから 

体験場所：病院（急性期、慢性期、緩和ケア、

手術室、ＨＣＵ等々）訪問看護ステーション・

透析センター・健診センター・地域包括支援セ

ンター等々（お申込み頂いた後、相談しながら

決められます） 

交通費：片道分（上限 2 万円まで）の補助 

宿泊：看護師寮に無料で宿泊可能 

 



 

 

    

～貸与と貸付で毎月最大 10 万円までご利用可能です～ 

◆貸与：月５万円（貸与した期間と同期間の就労で全額返済免除） 

   ◆貸付：月１万円～５万円まで（貸付期間と同期間内で返済（無利息）） 

   ◆一括貸付：50 万円（一括貸付利用の場合、貸付上限額は月 3 万円まで） 

   ☆貸与と貸付の併用が可能です 

   ☆他の奨学金制度（日本学生支援機構など）と併用が可能です  

健和会の奨学金制度はお金だけの関係ではありません。 
  毎月第３土曜日に奨学生会議を開催して、学習会・フィールドワーク等をおこないます。 

年２回の面談では学習進度の確認や相談等もできます。 

国家試験まで、同じ目標をもった様々な学校の仲間と頑張れます！ 

 
 

                 
  

    

 

   

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

医療法人財団健和会看護学生室 担当：本村・市原・桜井  
 
埼玉県三郷市鷹野 4-494-1 みさと健和病院内  
 
直通電話：048-955-9548 
 
お申込みは HP からでも可能です。HP はみりょくなないろで検索 
 

【奨学金説明会】 
場所：みさと健和病院（埼玉県三郷市） 

開催日と開催時間：定例は毎月第３土曜日 

（その他の日程をご希望の方はご相談に応じます） 

所要時間：90 分程度 

お申込み：ホームページからまたはお電話ください 

☆キラリ看護☆ 
 

【50 代男性 心不全】 

独居で生活保護の受給者。肥満体で入院時の体重は 200ｋｇ以上。歩くのが困難でＳＤＨに取り組

むだけでも息苦しさを訴えていました。入院当初は攻撃的でこちらからの声かけに返事はなく、物

を投げる様な行動もありました。フットケアなどのケアを通して関わりを持ち、歩行練習での励ま

しや話をよく聴く事を心がけました。ケアワーカーやセラピストも関わり、リエゾンでの介入をす

る事により次第に心を開いてくれて、ダイエットにも取り組み 30ｋｇの減量に成功。歩行器で歩け

るようになり退院しました。多職種で関わる事で次第に心を開いて幼少期の話をするようにもなり、

就職先でいじめられていた話などもしてくれるようになりました。退院後には病棟にも顔を出して

元気な姿を見せてくれ、外来へもきちんと受診していると報告してくれました。多職種で支える事。

ＳＤＨの視点で考えて関わりを持ち取り組む事によって心を開いてくれるのと同時に、治療にも積

極的に取り組むようになって、退院後の生活も改善された事例です。 

健和会では患者さんの病気だけではなく、その背景にあるその方の生活や社会的要因を知るために、

チームでの取り組みを重視しておこなっています。 

 


